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システムエンジニア＆看護師の両視点から
データ連携基盤と生成AIによるDXを推進し、
業務の効率化と病院経営の改善を実現する
2026年7月10日、インターシステムズジャパンは「国際モダンホスピタルショウ2026（7月8 ～ 10日：東京ビッグサイト）」にて出展者セミナ
ー「InterSystems IRIS×生成AIで拓く業務効率化と経営改善の医療DX」を開催した。演者は、小誌7月号でも論文を掲載した小木曽正
憲氏（春日井市民病院 管理課兼経営戦略室）。同氏は、満員の聴衆を前に、春日井市民病院が進める医療DXの取り組みとその現況を説明
した。ここに、同セミナーの講演内容を紹介する。

　
総
務
省
が
２
０
２
５
年
に
公
表
し
た
デ
ー
タ

に
よ
る
と
、
コ
ロ
ナ
補
助
金
終
了
後
、
８
～
９

割
の
病
院
が
赤
字
に
転
落
し
て
お
り
、
愛
知
県

で
も
令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
度
は
全
て
の
公

立
病
院
が
赤
字
と
い
う
状
況
で
す
。

　
病
院
の
医
業
収
益
は
伸
び
て
い
る
の
で
す
が
、

医
業
費
用
が
そ
れ
以
上
に
増
加
し
て
お
り
、
収

益
の
伸
び
が
追
い
付
か
な
い
「
ワ
ニ
の
口
」
の

よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
（
図
１
）。

こ
の
原
因
と
し
て
は
、
人
件
費
や
診
療
材
料
費

が
毎
年
大
幅
に
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
院
で

は
入
院
患
者
が
増
加
し
て
も
在
院
日
数
短
縮
に

よ
っ
て
病
床
が
空
い
て
し
ま
い
、
病
床
稼
働
率

が
低
下
す
る
こ
と
も
遠
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
現

場
の
感
覚
だ
け
で
な
く
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た

迅
速
な
意
思
決
定
と
リ
ソ
ー
ス
の
最
適
化
が
不

小
こ

木
ぎ

曽
そ

 正
ま さ

憲
か づ

 氏

春日井市民病院  管理課兼経営戦略室
看護師 / 診療情報管理士

　
春
日
井
市
民
病
院
は
、
愛
知
県
名
古
屋
市
の

北
部
に
位
置
す
る
春
日
井
市
に
あ
り
、
人
口
約

30
万
人
の
地
域
を
支
え
る
中
核
病
院
で
す
。
一

般
病
床
５
５
２
床
、
感
染
症
病
床
６
床
を
有
し
、

１
日
平
均
の
外
来
患
者
数
１
２
９
６
人
、
入
院

患
者
数
４
６
２
・
８
人
、
救
急
患
者
数
74
・
９

人
を
数
え
ま
す
。

　
私
は
大
学
卒
業
後
、
企
業
で
シ
ス
テ
ム
エ
ン

ジ
ニ
ア
と
し
て
６
年
間
従
事
し
た
後
、
看
護
学

校
で
学
び
直
し
、
そ
の
後
９
年
間
看
護
師
と
し

て
勤
務
し
て
き
ま
し
た
。
入
職
当
時
の
病
院
は
、

非
常
に
ア
ナ
ロ
グ
的
な
運
用
や
手
作
業
に
頼
る

こ
と
が
多
く
、
そ
こ
で
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ

ア
の
視
点
か
ら
個
人
で
業
務
の
Ｄ
Ｘ
を
進
め
て

い
ま
し
た
。

　
そ
の
活
動
が
院
長
や
事
務
長
の
目
に
留
ま
り
、

２
年
前
に
現
在
の
経
営
戦
略
室
に
配
属
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
は
「
何
で
も
屋
」
と
し
て
、
Ｄ
Ｘ

を
軸
と
し
な
が
ら
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

Special Report

可
欠
で
す
。

　
し
か
し
、
デ
ー
タ
の
活
用
に
は
大
き
く
４
つ

の
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
多
種
多
様
な

シ
ス
テ
ム
が
乱
立
し
て
デ
ー
タ
が
サ
イ
ロ
化
、

分
散
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
サ

イ
ロ
化
に
よ
っ
て
横
断
的
な
情
報
共
有
が
難
し

い
状
況
で
あ
る
こ
と
。
情
報
共
有
化
の
た
め
の

デ
ー
タ
転
記
作
業
や
検
索
作
業
が
発
生
し
、
診

療
の
質
の
向
上
や
業
務
効
率
化
が
阻
害
さ
れ
る

こ
と
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
帰
結
と
し
て
、
当

然
、
デ
ー
タ
の
２
次
活
用
が
難
し
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
病
院
が

Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
上
で
重
要
な
こ
と
は
、
ベ
ン

ダ
ー
主
導
で
は
な
く
、
医
療
従
事
者
主
導
で
Ｄ

Ｘ
を
実
施
す
る
こ
と
で
す
。
確
か
に
ベ
ン
ダ
ー

InterSystems IRIS×生成AIで拓く
業務効率化と経営改善の医療DX

国際モダンホスピタルショウ2026 出展者セミナーより

図1    現在の病院経営の赤字構造。
※自治財政局 準公営企画室 “公立病院の現状と課題について” 総務省.2025, https://www.soumu.go.jp/
main_content/001044381.pdfより

直
面
す
る
経
営
課
題
と
医
療
Ｄ
Ｘ
の
現
状

仕上サイズ 右アキ
天  地 280
左  右 210

受
注

ナ
ン

バ
ー

12018214 0231
色

数
4

品
　

　
名

月
刊

新
医

療
２０２６

年
９

月
号

K50=52
出

校
回

数
2

会
　

社
　

名
（

株
）

D
N

P
出

版
プ

ロ
ダ

ク
ツ

9J
　

2609_p050_052_ホスピタルショウ.indd   502609_p050_052_ホスピタルショウ.indd   50 2026/08/14   19:282026/08/14   19:28



（    ）51 新　医　療　2026年9月号

は
ス
キ
ル
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
病
院
の
事
情

を
完
全
に
把
握
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
よ
り
良
い
シ
ス
テ
ム
に
す
る
た
め
に
は
、

医
療
従
事
者
が
主
体
的
に
Ｄ
Ｘ
に
関
わ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
当
院
で
は
、
Ｄ
Ｘ
推
進
の
た
め
、
２
０
２
４

年
４
月
に
イ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
社
の
デ
ー
タ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「InterSystem

s IRIS

（
以
下
、IRIS

）」
を
導
入
し
、
業
務
の
効
率
化
、

医
療
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
当
院
が
導
入
し
た
「IRIS

」
は
、
い
く
つ
か

の
特
徴
を
持
っ
た
統
合
デ
ー
タ
処
理
基
盤
で
す
。

「IRIS

」は
、Ａ
Ｉ
や
デ
ー
タ
分
析
に
広
く
使
わ

れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語 Python 

を

使
用
で
き
る
た
め
、
機
械
学
習
や
Ａ
Ｉ
技
術
を

活
用
し
や
す
く
、さ
ら
に
、SQ

L Gatew
ay

や

Interoperability

機
能
に
よ
っ
て
、異
な
る
プ

ロ
ト
コ
ル
や
他
ベ
ン
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
、
医
療
デ

バ
イ
ス
群
と
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
統
合
が
実
現
で

き
、非
常
に
便
利
で
す
。ま
た
、生
成
Ａ
Ｉ
や
Ｒ

Ａ
Ｇ（Retrieval-A

ugm
ented Generation

）

な
ど
の
次
世
代
技
術
と
の
親
和
性
が
高
い
点
も

特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。さ
ら
に
、標
準

規
格H

L7 FH
IR

に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
対
応
し
て
お

り
、
国
策
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
電
子
カ
ル

テ
情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス
に
も
対
応
で
き
る
点
も

評
価
で
き
ま
す
。
今
回
の
、
ホ
ス
ピ
タ
ル
シ
ョ

ウ
の
イ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
・
ブ
ー
ス
で
も

「A
I H

ub

」
と
い
う
Ａ
Ｉ
に
特
化
し
た
デ
ー
タ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
こ
で
、
当
院
の
デ
ー
タ
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

を
簡
略
し
て
描
い
た
も
の
を
図
示
し
ま
す
（
図

２
）。
電
子
カ
ル
テ
を
は
じ
め
、
勤
怠
シ
ス
テ

ム
な
ど
、
サ
イ
ロ
化
し
た
数
多
く
の
部
門
シ
ス

テ
ム
が
各
々
持
っ
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
、

「IRIS

」
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
統
合
し
て

い
ま
す
。
こ
の
統
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
り
、

О
Ｄ
Ｂ
Ｃ
や
Ｊ
Ｄ
Ｂ
Ｃ
、
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ 

Ａ
Ｐ
Ｉ

に
よ
っ
て
「N

ext.js

」
や
「T

ableau

」
に

接
続
し
た
り
、
オ
ン
プ
レ
ミ
ス
Ａ
Ｉ
と
し
て

「O
llam

a

」
な
ど
の
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
や
Ａ
Ｗ
Ｓ
の

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
で
、
デ
ー
タ
の
２

次
利
用
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
デ
ー
タ
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
活
用
し
て
、

当
院
で
は
多
様
な
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

私
が
一
番
力
を
入
れ
て
き
た
の
が
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
病
床
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
で
す
。

　
電
子
カ
ル
テ
は
１
人
の
患
者
さ
ん
の
診
療
情

報
を
詳
し
く
閲
覧
・
記
録
す
る
こ
と
に
特
化
し

て
い
る
た
め
、
情
報
の
粒
度
が
細
か
す
ぎ
、
病

床
の
空
き
具
合
や
稼
働
状
況
を
管
理
す
る
に
は

不
向
き
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。
そ
こ
で
、
Ｗ
ｅ
ｂ

ア
プ
リ
「N

ext.js
」
を
活
用
し
、
電
子
カ
ル

テ
か
ら
患
者
さ
ん
の
名
前
や
入
院
状
況
、
診
療

科
、
年
齢
、
入
院
日
数
な
ど
の
情
報
を
収
集
し
、

病
床
の
空
き
具
合
等
を
可
視
化
す
る
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
ま
し
た
。
デ
ー
タ
の
収
集
・
加
工
・

蓄
積
に
「IRIS

」
が
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま

す
（
図
３
）。

　
も
ち
ろ
ん
、
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
だ
け
で

業
務
は
改
善
し
ま
せ
ん
。
看
護
部
と
共
同
で
、

シ
ス
テ
ム
の
運
用
・
活
用
法
を
検
討
し
、
業
務

改
善
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
取
り
組
み
の

１
つ
が
、
病
床
管
理
を
行
う
専
任
の
「
ベ
ッ
ド

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
師
長
」
を
配
置
し
、
全
て
の

入
院
連
絡
を
一
元
的
に
管
理
す
る
体
制
を
構
築

し
た
こ
と
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
Ｗ
ｅ
ｂ
ア

プ
リ
な
の
で
、
専
任
の
師
長
に
入
院
連
絡
が
入

っ
た
ら
、
そ
の
場
でiPad

を
使
用
し
、
院
内
ど

こ
で
も
瞬
時
に
か
つ
的
確
に
入
院
先
ベ
ッ
ド
を

決
定
で
き
ま
す
。
こ
の
機
動
力
と
デ
ー
タ
共
有

に
よ
っ
て
情
報
伝
達
の
ロ
ス
が
無
く
な
り
、
病

床
の
劇
的
な
運
用
改
善
を
実
現
で
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
病
床
管
理
に
関
し
て
は
、
専
任
の
師

長
を
配
置
す
る
だ
け
で
な
く
、
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
と
は
、
平
日
の
毎
朝
９
時
45
分
か

ら
、
看
護
師
長
25
名
程
度
が
集
ま
り
、
当
日
の

入
院
患
者
の
割
り
振
り
を
決
定
す
る
会
議
で
す
。

ど
の
病
院
で
も
、
翌
日
の
入
院
患
者
の
た
め
に

病
床
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
は
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
事
が
結
局
、
空
床
を
発
生
さ
せ
て

し
ま
う
こ
と
に
繋
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
緊
急

時
な
ど
に
は
積
極
的
に
そ
の
予
定
ベ
ッ
ド
も
使

用
す
る
と
い
う
考
え
に
改
め
、
翌
日
の
入
院
患

者
に
対
し
て
は
翌
日
に
決
め
る
と
い
う
方
針
に

変
更
し
た
の
で
す
。

　
こ
こ
で
、ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
の
が
「
空
床
」

の
定
義
で
す
。
以
前
は
、
在
院
患
者
数
、
翌
日

統
合
デ
ー
タ
処
理
基
盤
「IRIS

」
の
採
用

実
践
①
：

リ
ア
ル
タ
イ
ム
病
床
管
理
の
刷
新

図2    統合アーキテクチャの全体像。電子カルテや医事会計などのオンプレミス系システムを「IRIS」で
束ね、さらにFHIR変換、AI、BI、クラウド活用まで対応している。

図3    病床管理システムの画面。病棟ごとの空床や患者情報が一覧で把握でき、
誰が見ても同じ情報を同じタイミングで共有することで属人的な判断に頼らない運
用を実現している。

仕上サイズ 右アキ
天  地 280
左  右 210

受
注

ナ
ン

バ
ー

12018214 0231
色

数
4

品
　

　
名

月
刊

新
医

療
２０２６

年
９

月
号

K50=52
出

校
回

数
2

会
　

社
　

名
（

株
）

D
N

P
出

版
プ

ロ
ダ

ク
ツ

9J
　

2609_p050_052_ホスピタルショウ.indd   512609_p050_052_ホスピタルショウ.indd   51 8/14/26   17:238/14/26   17:23



（    ）52新　医　療　2026年9月号

入
院
予
定
者
数
、
翌
日
退
院
予
定
者
数
を
足
し

引
き
し
て
、
空
床
を
定
義
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
方
法
だ
と
入
院
予
定
者
の
た
め
に

病
床
が
空
い
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
「
満
床
」

と
い
う
状
況
を
作
り
出
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
そ
の
時
点
で
物
理
的
に
空
い
て
い
る
病
床

を
「
空
床
」
と
い
う
、
シ
ン
プ
ル
で
直
感
的
に

理
解
で
き
る
内
容
に
定
義
を
変
更
し
た
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
定
義
の
変
更
や
、
病
床
の

運
用
を
効
率
化
し
た
結
果
、
患
者
数
は
大
幅
に

増
加
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
４
年
10
月
か
ら
、

こ
の
病
床
管
理
シ
ス
テ
ム
を
稼
働
さ
せ
て
い
ま

す
が
、
２
０
２
６
年
２
月
に
病
床
利
用
率
１
０

０
％
を
達
成
す
る
な
ど
、
見
え
る
化
の
成
果
が

徐
々
に
出
て
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
患
者
増
に
よ
る
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
増
を
医
療

Ｄ
Ｘ
で
下
げ
る
と
い
う
発
想
に
よ
り
、
内
製
し

た
生
成
Ａ
Ｉ
の
導
入
を
行
っ
て
文
書
作
成
の
自

動
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
当
院
で
は
、
院
内

設
置
型
の
生
成
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
患
者
情

報
集
約
シ
ス
テ
ム「K

A
S N

O
T

E

」を
内
製
し
、

導
入
し
ま
し
た
（
図
４
）。

　
同
シ
ス
テ
ム
は
、
電
子
カ
ル
テ
か
ら
多
職
種

の
診
療
情
報
を
「IRIS

」
経
由
で
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
抽
出
し
、
そ
の
情
報
を
Ａ
Ｉ
が
要
約

し
て
作
成
し
ま
す
。
プ
ロ
ン
プ
ト
は
予
め
使
用

者
と
話
し
合
っ
て
登
録
し
て
お
き
、
利
用
者
は

ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
要
約
が
作
成
さ
れ
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ー
製
の
Ａ
Ｉ

を
導
入
す
る
場
合
、
コ
ピ
ー
＆
ペ
ー
ス
ト
が
必

要
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
が
、
そ
れ
が
不

要
な
の
で
非
常
に
便
利
で
す
。

　
ま
た
、
内
製
化
し
た
シ
ス
テ
ム
故
に
ユ
ー
ザ

ー
ラ
イ
ク
で
精
度
も
高
く
、
医
師
・
看
護
師
・

リ
ハ
ビ
リ
の
退
院
サ
マ
リ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
パ
タ
ー
ン
の
文
書
が
作
成
可
能
で
す
。
退
院

サ
マ
リ
ー
に
関
し
て
は
、
実
際
に
測
定
し
て
み

る
と
約
50
％
、
作
成
時
間
を
短
縮
で
き
て
お
り
、

記
録
の
標
準
化
や
文
書
品
質
の
底
上
げ
に
も
繋

が
っ
て
い
ま
す
。「A

W
S Bedrock

」
で
の

使
用
料
は
１
ヵ
月
に
５
万
円
弱
で
、
こ
の
点
で

破
格
の
安
さ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
加
え
て
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
、
特
に
事
務
ス
タ

ッ
フ
の
負
荷
も
大
幅
に
低
減
し
ま
し
た
。
従
来
、

症
状
詳
記
の
記
入
な
ど
、
医
師
が
記
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
書
類
に
つ
い
て
は
、
事
務
ス
タ

ッ
フ
が
下
書
き
を
起
票
し
医
師
が
承
認
す
る
運

用
に
変
え
た
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
医
師
・

事
務
ス
タ
ッ
フ
の
心
的
ス
ト
レ
ス
、
特
に
事
務

ス
タ
ッ
フ
の
ス
ト
レ
ス
要
因
で
あ
る
〟医
師
に

ア
ク
シ
ョ
ン
を
求
め
る
〝
こ
と
が
減
り
、
大
い

に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
記
載
内
容
の

記
入
水
準
も
平
準
化
さ
れ
る
成
果
を
挙
げ
て
い

ま
す
。

　
当
院
で
は
、
デ
ー
タ
分
析
を
、
分
析
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
「T

ableau

」
を
活
用
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。「T

ableau

」
は
、
専
門
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
用
い
ず
と
も
、
デ
ー
タ
分
析

の
前
処
理
を
ド
ラ
ッ
グ
＆
ド
ロ
ッ
プ
の
視
覚
的

な
操
作
で
行
う
こ
と
が
可
能
な
の
で
、
活
用
が

容
易
な
Ｂ
Ｉ
ツ
ー
ル
で
す
（
図
５
）。
当
院
で

は
14
日
間
の
患
者
数
予
測
や
看
護
師
の
時
間
外

理
由
別
集
計
の
可
視
化
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
単
位
数
の
管
理
等
に
活
用
し
て
お
り
、
重
宝

し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
私
の
情
報
シ
ス
テ
ム
部
の
立
ち
位

置
へ
の
想
い
を
述
べ
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
医
療
機
関
に
お
い
て
、
経
営
層
は
、
当
然
、

患
者
さ
ん
を
増
や
し
、
経
費
を
切
り
詰
め
て
収

益
を
上
げ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
が
、
一
方
、
現

場
の
医
療
従
事
者
は
、
患
者
さ
ん
に
対
し
て
最

善
の
医
療
を
追
求
す
る
た
め
に
人
員
増
や
機
器

の
増
設
な
ど
コ
ス
ト
が
掛
か
ら
ざ
る
を
得
な
い

こ
と
を
望
む
の
が
一
般
的
で
す
。

　
そ
の
間
を
取
り
持
つ
の
が
、
ま
さ
に
昨
今
言

わ
れ
て
い
る
医
療
Ｄ
Ｘ
で
あ
り
、
情
報
シ
ス
テ

ム
部
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
経
営
層
に
は
見
え

る
化
を
推
進
し
て
、
医
療
機
関
の
持
つ
リ
ソ
ー

ス
を
ど
こ
に
投
入
す
れ
ば
良
い
か
を
プ
レ
ゼ
ン

し
、
医
療
従
事
者
に
は
日
々
の
作
業
を
今
ま
で

述
べ
て
き
た
よ
う
な
形
で
効
率
化
し
、
業
務
負

担
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
に
努
め
、
う
ま
く
両

者
の
間
を
取
り
持
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
医
療
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
上
で
重
要
な
こ
と
は
、

現
場
に
入
り
込
ん
で
、
医
療
従
事
者
の
声
を
聞

く
こ
と
で
す
。
業
務
の
効
率
化
を
阻
害
す
る
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
を
医
療
従
事
者
と
一
緒
に
特
定
し
、

排
除
す
る
「
伴
走
者
」
と
し
て
の
姿
勢
が
大
切

で
す
。
シ
ス
テ
ム
だ
け
を
与
え
て
「
じ
ゃ
あ
頑

張
っ
て
」
と
い
う
形
で
は
、
な
か
な
か
Ｄ
Ｘ
は

進
み
ま
せ
ん
。
私
た
ち
経
営
戦
略
室
は
、
院
内

の
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
信
頼
関
係
も
生
ま
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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図4   患者情報要約システム「KAS NOTE」
画面。電子カルテ上で情報取得から要約まで
を自動化し、医師・看護師・リハビリなど職
種別の情報も適切に抽出することができる。

図5   BIツール「Tableau」の「Tableau Prep」画面。「Tableau」は、専門的なプログラミングを用いずとも、
データ分析の前処理（抽出、クリーニング、結合、整形など）をドラッグ＆ドロップの視覚的な操作で実現で
きるBIツールである。
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